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　表紙写真

　　左上：ナラ枯れ被害木（ミズナラ）（深浦町・2020年9月撮影）

　　右上：栽培試験中のアラゲキクラゲ（平内町・2021年7月撮影）

　　左下：栽培試験中のマイタケ（平内町・2021年10月撮影）

　　右下：栽培試験中のシイタケ（平内町・2021年9月撮影）

　裏表紙写真

　　ナラ枯れ激害地（深浦町・2020年8月撮影）
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２　原木きのこの栽培スケジュール
　原木きのこの栽培スケジュールは下の図のとおりです。また、栽培用の種菌や消

耗品は種菌メーカーから購入することができます。使用した被害木は全てミズナラ

です。なお、本栽培方法による収穫量は少量のため、主に自家消費用が中心となり

ます。
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　青森県では、2016 年以降、ナラ枯れ被害が継続的に発生しています。また、その

被害量は 2019 年以降、10,000 本を超えており、被害木を駆除する量が増大していま

す（図 -1）。そこで、被害木を有効に利用するため、きのこの原木栽培試験を行い、

アラゲキクラゲ、マイタケ、シイタケの 3 種について栽培することができました。

ここにその原木きのこ栽培方法をまとめましたので、紹介します。
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図 -1 青森県内のナラ枯れ被害量の推移（2022 年 1 月 14 日現在）
* 当年 7月 1日～翌年 6月 30 日まで

　被害木の伐採はカシノナガキクイムシの活動時期を避けて行います。青森県では 6

～ 9 月が活動時期になるため、10 月以降に伐採します。また、きのこの収穫までの

作業スケジュールを考慮して、3月までに伐採を終えるようにしましょう。

3　被害木の伐採
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４　被害木の割材・殺菌
　被害木はフィルター付き耐熱袋（写真 -1）に入れて加熱殺菌します。そのため太

い被害木の場合は割材し（図 -2）、大きさを調整します。また、被害木の直径が大きく、

割っても耐熱袋に入らない場合は、心材部分を切り落として、大きさを調整します。

　耐熱袋に入れた被害木は材内の温度が 50℃以上になるように加熱します（田中 , 

2015）。被害木は蒸す方法（田中 , 2015）や煮沸する方法（茨城県 , 2020）があり、

ドラム缶を利用すると大量に処理できます。加熱時間は 3～ 5 時間です。今回は試

験的に圧力釜を使って 121℃、20 分で殺菌しました。殺菌後は 1～ 2 日間、清潔な

屋内で、室温（20 ～ 25℃）で保管し、被害木の内部を冷まします（田中 , 2015）。なお、

加熱により、被害木内のカシノナガキクイムシも殺虫できます。

15 ～
20 cm

心材 辺材

図 -2 被害材の割材例

材の太さに合わせて分割する（直径 20 ～

30cm で 6 ～ 8 分割）。材の長さは 15 ～ 20

cm にする。

写真 -1 フィルター付き耐熱袋

写真は 2.5kg 菌床用培養袋

（横 201/325 mm×縦 450 mm）

写真 -2 種菌（オガ菌）

容量…左：900cc、右：1,500cc

写真 -3 殺菌済み被害木への接種

雑菌混入防止のため、素早く実施

　殺菌処理し、冷ました被害木に種菌を接種します。種菌は種菌メーカーのオガ菌（写

真-2）を用います。接種方法は3種とも同じで、殺菌後の被害木に、オガ菌を約30cc（大

さじ 2 杯程度）振りかけます（写真 -3）。接種は屋内で素早く行えば、雑菌の混入を

防げます（田中 , 2015）。接種後、耐熱袋の口を直ちに閉じて、溶着式シーラーで溶

着します（写真 -4）。また、耐熱袋の口を 2～ 3 回折り、ホッチキスで数カ所留める

方法でも培養可能です（茨城県 , 2020）。

５　種菌の接種
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写真 -4 シーラーによる溶着

赤破線内が溶着部

ホッチキスで閉じても良い

写真 -5 接種木に蔓延した菌糸（左上：アラゲキクラゲ・右上：マイタケ・

左下：シイタケ）

アラゲキクラゲ：菌糸が辺材を覆い隠した状態で蔓延完了

マイタケ：菌糸が材全体を覆い隠した状態で蔓延完了

シイタケ：菌糸が材全体を覆い隠した後、光を当てて菌糸を褐変させて蔓延完了

　接種木は清潔な室内に安置し、遮光して培養します。培養温度は 20 ～ 25℃で、培

養期間はアラゲキクラゲとマイタケで 3～ 4 か月、シイタケで 5～ 6 か月です。菌

糸の蔓延（写真 -5）が確認できたら、林内に接種木を移します。なお、シイタケは

菌糸が材全体を覆った後、2～ 4週間、遮光せずに培養し、菌糸を褐変させます。

６　培養・菌糸の蔓延
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　接種木は耐熱袋から出して、直射日光の当たりにくい場所に移動させます。アラ

ゲキクラゲとシイタケは防草シートの上に静置します（写真 -6）。

７　接種木の発生処理

写真 -6 林内静置後の接種木（左：アラゲキクラゲ・右：シイタケ）

　マイタケは幅 20 ～ 30cm、深さ 20 ～ 30cm の溝を掘り、溝の中に接種木を並べて、

土で埋め戻します（写真 -7）。覆土の厚さは 5～ 10cm です。

写真 -7 埋設中のマイタケ接種木

　アラゲキクラゲとシイタケは発生処理後 1～ 2 か月で収穫できます。収穫目安は

アラゲキクラゲで子実体の幅が 4～ 5cm に成長した頃（写真 -8）、シイタケでヒダの

膜が切れた頃です（写真 -9）。収穫期間はアラゲキクラゲで 4～ 5 か月、シイタケで

2～ 3 か月です。期間内にアラゲキクラゲは 3～ 5 回、シイタケは 1～ 3 回収穫でき

ます。接種木の乾燥は発生や成長を阻害するため、乾燥時は散水してください。

８　きのこの収穫

写真 -8 収穫したアラゲキクラゲ
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写真 -9 収穫したシイタケ（左：膜に切れあり・右：膜に切れなし）

　マイタケは埋設翌年の秋季と翌々年の秋季にそれぞれ 1～ 2 回、収穫できます。

収穫の目安は子実体の縁の白い部分が無くなった状態です（写真 -10）。

写真 -10 収穫前のマイタケ（左：収穫適期・右：収穫適期後）

　子実体が発生した接種木 1 本当たりの収穫量はマイタケが最も多く（図 -3）、アラ

ゲキクラゲが続きます。一方、子実体が発生した接種木の割合はアラゲキクラゲで

最も高くなり、総収穫量もアラゲキクラゲで最も多くなります。3 種の中では、収穫

期間が短く、総収穫量も多い、アラゲキクラゲがおすすめです。

　3 種ともナメクジによる食害が発生することがあります。発生した場合は、燐酸第

二鉄粒剤などのナメクジ駆除剤を接種木の周辺に散布します。
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図 -3 きのこ 3種の収穫量

n は子実体が発生した接種木数 /全ての接種木数を示す。縦棒は標準偏差を示す。



写真 -12 発生した子実体（左：アラゲキクラゲ・右：シイタケ）

　アラゲキクラゲでは、菌糸の蔓延が完了したと判断した状態は接種木の辺材部分

が覆われていることでした（写真 -5）。また、アラゲキクラゲとシイタケでは辺材部

分から子実体が発生します（写真 -12）。マイタケでも、心材部分を用いた場合、菌

糸の蔓延が悪く、材積当たりの収穫量が少なくなります（津田・田中 , 2011）。この

ように、辺材部分が子実体の発生に影響しそうです。

９　栽培に適した被害木
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図 -4 辺材体積とアラゲキクラゲの収穫量の関係
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　2021 年 3 月に接種し、2021 年 6 月に林内静置したアラゲキクラゲでは辺材の体積

と収穫量に強い正の相関がみられました（図 -4）。そのため、辺材部分が大きい被害

材を利用することで収穫量が多くなると期待されます。

　ミズナラの辺材率は地域や直径により変化しますが、直径が 20 ～ 30cm のもので、

29.0 ～ 36.6% です（宗形・中島 , 1985; 中野・東野 , 1985; 渡辺ら , 1985）（ただし、

心材率から算出）。また、本試験で用いた被害材は 38.0% でした。これらの報告及び

結果から、接種用に割材した被害木の辺材体積を表 -1 に示します。なお、辺材率は

平均値の 35%、被害材の長さは 17.5cm としました。耐熱袋に入るサイズに割材した

場合の辺材体積の目安として御使用ください。アラゲキクラゲであれば、図 -4 と組

み合わせて目標とする収穫量に必要な被害材の直径と分割数を検索できます。



　被害材をきのこ栽培に利用する方法を紹介してきました。この方法では、加熱殺

菌するため、被害木のくん蒸処理が不要となります。少量の自家消費用が中心の方

法ですが、加熱殺菌・培養は家庭用品を組み合せても行えます。被害木の放置は落枝、

幹折れ等による事故の原因にもなります。伐採利用が可能な被害木が身近にありま

したら、きのこ栽培への利用をぜひ御検討ください。
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表-1種菌接種用被害木材片の辺材体積（cm3）

太字は写真-1の耐熱袋に入るサイズ、灰色字は心材部の一部切除等が必要なサイズの

材片を示す.
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